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『同性・異性』

私と弟は異性のきょうだいで、幼少期は特に意識することもなかったが、思春期

の頃は、羞恥心を持たない弟の行動に嫌悪感があり「妹が良かったなぁ」と何度か

思った。

異性だと、外出先で困る場面が多い。例えばトイレや更衣室で、弟は一人で済ま

せる事は出来るが、どこでも一緒に行動できる安心感は同性ならでは…と思う。

この紙面を読んでくださっている親御さんやヘルパーさんは、様々な場面での経験

から共感して頂けると思う。

結婚をして子供を授かるまでの間、弟と遊びに出かける事が多かった。トイレは

勿論のこと、特に海やプールの更衣室で心配な時には、夫に弟をお願いした。

ある時期は、親戚の葬儀や法事で両親が留守になるため、我が家へ弟が泊まりに

来る事が続いた。

夫の前で、お風呂から出てきた弟が素っ裸でウロウロしても、着替えの時にも、

私は気を遣う事はなかった。こういう場面で、夫と弟が同性で、私はずいぶん気が

楽に持てる。前号に書いた弟特有のスキンシップでも同じ事が言える。

同性か異性か。

どちらが良い悪いの話ではない。

ずいぶん前に知的障がいのある子供を持つお母さんと『異性のきょうだい』の話題

になった。

配偶者を含めた私の話に関心を持ってもらえたので、多くの親御さんが目を通す

この紙面にも書き留めておこうと思う。

2⽉より、ご利⽤者様からのオーダー（平⽇のご利⽤分のみ）の連絡⽅法の変更をさせて頂いております。
※ご利⽤⽇3⽇前の事前確認連絡を取りやめ、個別に⽉間予定表をお渡しする⽅法に変更させて頂いており
ます。
改めて後⽇、書⾯にて皆様へ変更内容やご利⽤希望申し込み連絡の⽅法などお知らせ致します。

宜しくお願い致します。

1⽉22⽇（⽇）第25回⾼槻市シティハーフマラソンに3名のゲストの⽅が参加されました。５Ｋ
ｍのコースを時折歩いたりしながらも、皆さん⾒事に完⾛されました。中には例年参加され、タ
イムが伸びた⽅もおられ、寒空の中、熱い汗を流されました。
その後は打ち上げの⾷事会を楽しまれ、充実感溢れる⼀⽇となりました。

インフルエンザ、ノロウイルスによる感染症が猛威を振るい、学校などでも学級閉鎖が出ていると聞いております。

寒さ厳しき折、ご家庭でも御苦労されていることとは存じますが、どうぞ皆様、体調管理等ご注意頂きますよう、宜し

くお願い致します。


